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特
別
緊
急
関
税
制
度
に
関
し
、
輸
入
数
量
の
算
出

方
法
に
つ
い
て
、
適
用
年
度
の
更
新
に
伴
う
所
要
の

規
定
の
整
備
を
行
う
こ
と
と
し
た
。（
関
税
暫
定
措
置

法
施
行
令
第
一
四
条
関
係
）

２

植
物
防
疫
法
の
改
正
に
よ
り
検
疫
検
査
の
対
象
と

な
っ
た
物
品
を
、
保
税
地
域
外
に
置
く
こ
と
が
で
き
る

貨
物
に
追
加
す
る
こ
と
と
し
た
。（
関
税
法
施
行
令
第
二

五
条
関
係
）

３

知
的
財
産
侵
害
物
品
の
認
定
手
続
に
お
い
て
、
輸
入

者
が
争
う
旨
を
申
し
出
な
い
場
合
に
、
権
利
者
等
に
証

拠
提
出
等
を
求
め
る
こ
と
な
く
侵
害
該
否
の
認
定
を
行

う
手
続
の
対
象
に
、
特
許
権
、
意
匠
権
等
に
係
る
輸
入

差
止
申
立
て
が
受
理
さ
れ
た
貨
物
を
追
加
す
る
こ
と
と

し
た
。（
関
税
法
施
行
令
第
六
二
条
の
一
六
等
関
係
）

４

保
税
蔵
置
場
の
許
可
手
数
料
等
に
係
る
初
月
分
の
納

付
期
限
を
許
可
等
の
日
か
ら
二
〇
日
以
内
に
緩
和
す
る

等
の
規
定
の
整
備
を
行
う
こ
と
と
し
た
。（
税
関
関
係
手

数
料
令
第
九
条
関
係
）

５

関
税
割
当
制
度
の
適
用
を
受
け
る
物
品
に
つ
き
令
和

五
年
度
の
関
税
割
当
数
量
を
規
定
す
る
こ
と
し
た
。（
関

税
割
当
制
度
に
関
す
る
政
令
別
表
関
係
）

６

輸
出
入
・
港
湾
関
連
情
報
処
理
セ
ン
タ
ー
株
式
会
社

が
運
営
す
る
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
し
て
行
う
こ

と
が
で
き
る
業
務
の
追
加
等
を
行
う
こ
と
と
し
た
。（
電

子
情
報
処
理
組
織
に
よ
る
輸
出
入
等
関
連
業
務
の
処
理

等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
別
表
関
係
）

７

こ
の
政
令
は
、
一
部
の
規
定
を
除
き
、
令
和
五
年
四

月
一
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

４

専
修
学
校
に
就
学
す
る
児
童
で
あ
っ
て
、
一
般
課
程

を
履
修
す
る
も
の
に
係
る
母
子
修
学
資
金
及
び
父
子
修

学
資
金
並
び
に
専
修
学
校
に
就
学
す
る
寡
婦
の
被
扶
養

者
で
あ
っ
て
、
一
般
課
程
を
履
修
す
る
も
の
に
係
る
寡

婦
修
学
資
金
の
貸
付
金
額
の
限
度
を
五
万
二
、
五
〇
〇

円
に
引
き
上
げ
る
こ
と
と
し
た
。（
第
七
条
第
三
号
ニ
、

第
三
一
条
の
五
第
三
号
ニ
及
び
第
三
六
条
第
三
号
ニ
関

係
）

５

母
子
就
職
支
度
資
金
、
父
子
就
職
支
度
資
金
及
び
寡

婦
就
職
支
度
資
金
の
貸
付
金
額
の
限
度
を
一
〇
万
五
、

〇
〇
〇
円
（
通
勤
の
た
め
に
自
動
車
を
購
入
す
る
こ
と

が
必
要
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、三
四
万
円
）

に
引
き
上
げ
る
こ
と
と
し
た
。（
第
七
条
第
六
号
、
第
三

一
条
の
五
第
六
号
及
び
第
三
六
条
第
六
号
関
係
）

６

母
子
生
活
資
金
、
父
子
生
活
資
金
及
び
寡
婦
生
活
資

金
（
知
識
技
能
を
習
得
し
て
い
る
期
間
及
び
１
の
期
間

を
除
く
。）の
貸
付
金
額
の
限
度
を
一
〇
万
八
、
〇
〇
〇

円
に
引
き
上
げ
る
と
と
も
に
、
生
活
安
定
貸
付
期
間
に

係
る
母
子
生
活
資
金
及
び
父
子
生
活
資
金
の
貸
付
金
額

の
合
計
額
の
限
度
に
つ
い
て
、
二
五
九
万
二
、
〇
〇
〇

円
に
引
き
上
げ
る
こ
と
と
し
た
。（
第
七
条
第
八
号
、
第

三
一
条
の
五
第
八
号
及
び
第
三
六
条
第
八
号
関
係
）

７

母
子
結
婚
資
金
、
父
子
結
婚
資
金
及
び
寡
婦
結
婚
資

金
の
貸
付
金
額
の
限
度
を
三
一
万
円
に
引
き
上
げ
る
こ

と
と
し
た
。（
第
七
条
第
一
二
号
、
第
三
一
条
の
五
第
一

二
号
及
び
第
三
六
条
第
一
二
号
関
係
）

８

母
子
家
庭
高
等
職
業
訓
練
促
進
給
付
金
及
び
父
子
家

庭
高
等
職
業
訓
練
促
進
給
付
金
に
つ
い
て
、
令
和
三
年

四
月
一
日
か
ら
令
和
五
年
三
月
三
一
日
ま
で
に
養
成
機

関
に
お
い
て
修
業
を
開
始
し
た
受
給
資
格
者
に
対
し
て

は
、
当
該
受
給
資
格
者
が
、
就
職
を
容
易
に
す
る
た
め

に
必
要
な
資
格
を
取
得
す
る
た
め
養
成
機
関
に
お
い
て

六
月
以
上
修
業
す
る
場
合
に
支
給
す
る
こ
と
と
さ
れ
て

い
る
と
こ
ろ
、
こ
れ
を
令
和
六
年
三
月
三
一
日
ま
で
延

長
す
る
こ
と
と
し
た
。
ま
た
、
当
該
受
給
資
格
者
に
係

る
母
子
家
庭
高
等
職
業
訓
練
修
了
支
援
給
付
金
及
び
父

子
家
庭
高
等
職
業
訓
練
修
了
支
援
給
付
金
の
支
給
要
件

に
つ
い
て
も
、
同
様
に
延
長
す
る
こ
と
と
し
た
。（
附
則

第
七
条
関
係
）

９

こ
の
政
令
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る

こ
と
と
し
た
。

◇
国
際
関
係
の
緊
急
時
に
特
定
の
国
を
原
産
地
と
す
る
物

品
に
課
す
る
関
税
に
関
す
る
政
令
の
一
部
を
改
正
す
る

政
令
（
政
令
第
一
五
九
号
）（
財
務
省
）

１

国
際
関
係
の
緊
急
時
に
ロ
シ
ア
を
原
産
地
と
す
る
関

税
定
率
法
別
表
に
掲
げ
る
物
品
に
対
し
て
、
世
界
貿
易

機
関
を
設
立
す
る
マ
ラ
ケ
シ
ュ
協
定
附
属
書
一
Ａ
の
千

九
百
九
十
四
年
の
関
税
及
び
貿
易
に
関
す
る
一
般
協
定

に
よ
る
関
税
に
つ
い
て
の
便
益
を
与
え
な
い
措
置
に
つ

い
て
、
期
限
を
一
年
延
長
す
る
こ
と
と
し
た
。（
国
際
関

係
の
緊
急
時
に
特
定
の
国
を
原
産
地
と
す
る
物
品
に
課

す
る
関
税
に
関
す
る
政
令
本
則
の
表
関
係
）

２

こ
の
政
令
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る

こ
と
と
し
た
。

◇
輸
出
貿
易
管
理
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
政
令
第

一
六
〇
号
）（
経
済
産
業
省
）

１

国
際
平
和
の
た
め
の
国
際
的
な
努
力
に
我
が
国
と
し

て
寄
与
す
る
た
め
、
ロ
シ
ア
を
仕
向
地
と
す
る
電
気
式

の
照
明
用
又
は
信
号
用
の
機
器
等
の
輸
出
に
つ
い
て
承

認
を
要
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
二
条
及
び
別
表
第
二
の

三
関
係
）

２

こ
の
政
令
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の

適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
し

た
。（
附
則
第
二
項
関
係
）

３

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
七
日
を
経

過
し
た
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

◇
母
子
及
び
父
子
並
び
に
寡
婦
福
祉
法
施
行
令
の
一
部
を

改
正
す
る
政
令
（
政
令
第
一
六
一
号
）（
厚
生
労
働
省
）

１

母
子
福
祉
資
金
貸
付
金
及
び
父
子
福
祉
資
金
貸
付
金

に
つ
い
て
、
配
偶
者
の
な
い
女
子
及
び
男
子
で
現
に
児

童
を
扶
養
し
て
い
る
も
の
の
う
ち
、
児
童
扶
養
手
当
法

に
基
づ
く
児
童
扶
養
手
当
そ
の
他
内
閣
総
理
大
臣
の
定

め
る
給
付
を
受
け
て
い
な
い
者
で
あ
っ
て
、
そ
の
者
の

前
月
の
所
得
に
一
二
を
乗
じ
て
得
た
額
が
、
そ
の
者
の

所
得
税
法
に
規
定
す
る
扶
養
親
族
及
び
そ
の
者
の
扶
養

親
族
で
な
い
児
童
で
そ
の
者
が
同
月
の
末
日
に
お
い
て

生
計
を
維
持
し
た
も
の
の
有
無
及
び
数
に
応
じ
て
、
児

童
扶
養
手
当
法
施
行
令
第
二
条
の
四
第
二
項
の
表
の
第

二
欄
に
定
め
る
額
未
満
で
あ
る
も
の
が
、
こ
の
資
金
の

貸
付
け
を
受
け
よ
う
と
し
た
と
き
か
ら
一
年
を
経
過
す

る
日
ま
で
の
期
間
中
の
生
活
を
維
持
す
る
の
に
必
要
な

資
金
を
加
え
る
こ
と
と
し
た
。（
第
三
条
第
七
号
及
び
第

三
一
条
第
七
号
関
係
）

２

母
子
事
業
開
始
資
金
、
父
子
事
業
開
始
資
金
及
び
寡

婦
事
業
開
始
資
金
の
貸
付
金
額
の
限
度
を
三
二
六
万
円

（
母
子
・
父
子
福
祉
団
体
に
対
し
て
貸
し
付
け
る
母
子

事
業
開
始
資
金
、
父
子
事
業
開
始
資
金
及
び
寡
婦
事
業

開
始
資
金
に
つ
い
て
は
、
四
八
九
万
円
）
に
引
き
上
げ

る
こ
と
と
し
た
。（
第
七
条
第
一
号
、
第
三
一
条
の
五
第

一
号
及
び
第
三
六
条
第
一
号
関
係
）

３

母
子
事
業
継
続
資
金
、
父
子
事
業
継
続
資
金
及
び
寡

婦
事
業
継
続
資
金
の
貸
付
金
額
の
限
度
を
一
六
三
万
円

に
引
き
上
げ
る
こ
と
と
し
た
。（
第
七
条
第
二
号
、
第
三

一
条
の
五
第
二
号
及
び
第
三
六
条
第
二
号
関
係
）

◇
戦
没
者
等
の
妻
に
対
す
る
特
別
給
付
金
支
給
法
施
行
令

の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
政
令
第
一
六
二
号
）（
厚
生

労
働
省
）

１

戦
没
者
等
の
妻
に
対
す
る
特
別
給
付
金
支
給
法
等
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
い
、
所
要
の
規
定

の
整
理
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

２

こ
の
政
令
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る

こ
と
と
し
た
。
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